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193 神田神社の神職と現代の神田祭

　
　
　
神
田
神
社
の
神
職
と
現
代
の
神
田
祭

秋　

野　

淳　

一　
　

　
　
　
　
は
じ
め
に

　

近
年
、
都
市
の
祭
り
が
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
発
生
に
よ
っ
て
四
年
振
り
の
開
催
と
な
っ
た
平
成
二
五

（
二
〇
一
三
）
年
の
神
田
祭
（
神
田
神
社
大
祭
）、
神
田
神
社
が
現
在
地
に
遷
座
し
て
か
ら
四
〇
〇
年
を
記
念
し
て
行
わ
れ
た
（
御
遷
座

四
〇
〇
年
奉
祝
大
祭
）
平
成
二
七
年
の
神
田
祭
は
、
い
ず
れ
も
多
く
の
参
加
者
と
観
客
を
動
員
し
て
大
き
な
賑
わ
い
を
見
せ
た
。
都
市
の

祝
祭
の
一
コ
マ
を
現
代
の
大
都
市
の
祭
り
か
ら
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
都
市
の
祝
祭
（
賑
わ
い
）
を
形
成
す
る
一
つ
の
原
動
力
は
、
平
成
二
五
年
と
平
成
二
七
年
の
神
田
祭
を
対
象
と
し
た
筆
者
の
調
査（

１
）

か
ら
、
戦
後
の
地
域
社
会
の
変
容
に
対
す
る
地
域
社
会
（
氏
子
町
会
）
の
反
応
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

平
成
四
年
の
神
田
祭
を
対
象
と
し
て
分
析
を
行
っ
た
松
平
誠
は
、「
都
市
祝
祭
伝
統
の
持
続
と
変
容
―
神
田
祭
に
よ
る
試
論
」
の
中
で
、

祝
祭
の
構
図
と
し
て
大
き
な
可
塑
性
を
発
揮
す
る
点
が
特
色
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
町
内
会
と
い
う
も
の
が
、

本
来
表
出
機
能
を
中
心
と
し
て
機
能
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
危
機
に
際
し
て
は
必
然
的
に
新
た
な
表
出
機
能
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
る
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194神田神社の神職と現代の神田祭

か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
表
出
機
能
を
か
な
り
柔
軟
に
発
揮
で
き
る
個
別
町
内
の
独
立
性
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る

た
め
に
、
政
治
的
あ
る
い
は
社
会
的
な
危
機
に
直
面
し
た
と
き
、
優
れ
た
表
出
機
能
を
発
揮
し
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
か
つ
て
山

車
の
共
同
運
行
が
不
可
能
に
な
っ
た
と
き
に
町
神
輿
を
創
出
し
た
り
、
町
神
輿
が
定
着
す
る
と
連
合
渡
御
を
生
み
出
し
て
き
た
よ
う
に
、

町
内
会
が
女
神
輿
を
誕
生
さ
せ
た
り
、
御
輿
同
好
会
へ
の
柔
軟
な
対
応
な
ど
、
現
在
起
こ
っ
て
い
る
神
田
地
域
の
社
会
変
化
に
対
し
て
文

化
的
な
か
た
ち
で
の
挑
戦
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
の
表
出
機
能
に
基
づ
く
新
た
な
都
市
の
伝
統
創
出
の
軌
跡
が
描
か
れ
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
る（

２
）。

松
平
は
以
上
の
よ
う
に
、
町
内
会
（
町
会
）
を
基
盤
と
し
た
「
可
塑
性
」
が
神
田
祭
の
賑
わ
い
を
作
る
一
つ
の
原
動

力
に
な
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

確
か
に
、
平
成
二
五
年
と
平
成
二
七
年
の
神
田
祭
を
対
象
と
し
た
筆
者
の
調
査
か
ら
、
連
合
渡
御
（「
お
ま
つ
り
広
場
」
な
ど
）、
神
田

神
社
へ
の
宮
入
の
拡
大
、
金
曜
日
の
町
内
企
業
と
懇
親
を
図
る
祭
り
の
拡
大
、
祭
礼
の
象
徴
（
神
輿
・
山
車
な
ど
）
の
誕
生
や
復
活
に
よ
っ

て
祭
り
が
盛
ん
に
な
り
地
域
社
会
が
再
活
性
化
（
例
、「
元
祖
女
み
こ
し
」
の
誕
生
と
参
加
者
の
拡
大
、
紺
屋
町
南
町
会
の
ダ
ン
ボ
ー
ル

神
輿
の
誕
生
と
神
田
神
社
へ
の
宮
入
の
開
始
、「
桃
太
郎
」
の
山
車
の
神
田
神
社
へ
の
展
示
に
伴
う
二
〇
年
振
り
の
神
酒
所
の
設
置
な
ど
）

す
る
事
例
が
み
ら
れ
た
。
社
会
変
動
に
対
し
て
可
逆
的
に
反
応
し
、
祭
り
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
そ
の
理
由
と
し

て
、
町
会
に
と
っ
て
、
神
田
祭
が
最
大
の
行
事
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
の
結
集
を
維
持
す
る
た
め
の
「
最
後
の
拠
り
所
」
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

３
）。
つ
ま
り
、
町
会
を
基
盤
と
し
た
「
可
逆
性
」
が
神
田
祭
の
賑
わ
い
を
作
る
一
つ
の
原
動
力
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
平
成
二
五
年
・
平
成
二
七
年
の
神
田
祭
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
町
会
の
持
つ
「
可
塑
性
」
や
「
可
逆
性
」
だ
け
が
神
田
祭
の
賑
わ
い
を
作
る
原
動
力
な
の
だ
ろ
う
か
。
神
田
祭
を
現

場
で
参
与
観
察
し
て
い
る
と
目
に
つ
く
こ
と
が
あ
る
。
一
つ
は
神
田
神
社
の
神
職
の
活
躍
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
町
会
の
個
人
の
強
い

意
思
と
行
動
力
で
あ
る
。

【論文】秋野淳一先生.indd   194 2017/02/21   18:15:45



195 神田神社の神職と現代の神田祭
　

こ
こ
で
参
考
と
な
る
先
行
研
究
が
あ
る
。
石
井
研
士
は
、
東
京
銀
座
の
小
祠
や
地
蔵
、
高
層
化
し
た
神
社
な
ど
の
宗
教
調
査
か
ら
都
市

に
お
け
る
宗
教
の
現
状
と
し
て
二
つ
の
特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
は
、「
都
市
化
と
宗
教
変
動
の
プ
ロ
セ
ス
は
可
逆
的
な
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
個
人
や
地
域
の
危
機
的
状
態
に
お
い
て
、
宗
教
は
再
び
社
会
を
聖
化
す
る
よ
う
に
働
く
可

能
性
が
あ
る
。
そ
う
し
た
さ
い
に
人
的
要
因
は
重
大
な
要
因
で
あ
る
。
八
官
神
社
の
西
澤
半
助
、
豊
岩
稲
荷
の
岩
松
鉦
太
、
朝
日
稲
荷
の

三
枝
敏
郎
と
沖
山
三
郎
な
ど
は
そ
う
し
た
事
例
の
典
型
で
あ
る
。
特
定
の
人
物
が
神
社
の
復
興
や
存
続
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す（

４
）」

こ
と

で
あ
る
。
二
つ
は
、「
祀
る
も
の
の
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
構
造
で
あ
る
。
教
義
や
世
界
観
を
厳
密
に
遵
守
し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
必
要
が

生
じ
た
と
き
に
、
そ
の
た
め
の
表
現
様
式
の
さ
ま
ざ
ま
な
可
能
性
と
し
て
存
在
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る（

５
）」

と
し
て
い
る
。
特
に
、
一
つ

目
の
「
人
的
要
因
は
重
大
な
要
因
」
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
銀
座
の
八
官
神
社
の
西
澤
半
助
ら
の
よ
う
な
個
人
の
活
躍
が
神
田

祭
で
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

他
方
、
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
渋
谷
学
研
究
会
（「
地
域
・
渋
谷
か
ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構
築
」）
が
調
査
研
究
の

対
象
と
す
る
東
京
・
渋
谷
に
お
い
て
も
、
賑
わ
い
の
形
成
に
個
人
の
活
躍
（
人
的
要
因
）
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
渋
谷
中
央
街
の
居
酒

屋
「
千
両
」
の
賑
わ
い
を
形
成
し
た
Ｈ
・
Ｓ
氏
、
渋
谷
中
央
街
の
神
輿
の
展
示
に
奔
走
し
た
Ｍ
・
Ｓ
氏
の
活
躍
が
挙
げ
ら
れ
る（

６
）。
渋
谷
の

調
査
研
究
と
の
比
較
と
い
う
意
味
で
も
神
田
祭
に
お
け
る
神
職
と
い
う
個
人
の
活
躍
に
注
目
し
た
研
究
は
意
義
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
神
田
神
社
の
神
職
と
神
田
祭
の
関
わ
り
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。
戦
後
の
都
市
祭
り
を
対
象
と
し
た
先
行
研

究
で
は
、
都
市
祭
り
と
宗
教
者
の
関
係
を
扱
っ
た
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
先
行
研
究
が
手
付
か
ず
に
し
て
き
た
、
神
職
と

い
う
宗
教
者
と
戦
後
の
都
市
祭
り
と
の
関
係
を
切
り
開
く
と
い
う
意
味
で
も
、
拡
大
す
る
神
田
祭
と
神
田
神
社
の
神
職
の
関
係
を
検
討
す

る
意
義
が
あ
る
と
考
え
る
。
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196神田神社の神職と現代の神田祭

　
　
　
　
一

　
参
与
観
察
か
ら
み
え
る
神
田
神
社
神
職
と
神
田
祭

　

平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
五
月
現
在
の
神
田
神
社
の
神
職
数
は
一
七
人
（
研
修
生
・
巫
女
・
職
員
を
含
む
と
二
八
人
）
で
あ
る（
７
）。

氏

子
町
会
が
一
〇
八
町
会
に
も
上
る
と
称
さ
れ
、
大
規
模
な
神
幸
祭
行
列
の
指
揮
や
氏
子
町
会
の
神
輿
宮
入
な
ど
、
神
田
祭
に
関
わ
る
動
き

を
こ
の
人
数
で
運
営
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
限
ら
れ
た
人
員
で
神
田
祭
を
運
営
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

平
成
二
七
年
五
月
の
神
田
祭
に
お
け
る
主
な
神
事
と
神
職
の
携
わ
っ
た
活
動
と
し
て
以
下
の
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
　（
一
）
主
な
神
事
・
活
動
と
神
職

　

五
月
七
日
（
木
）
の
一
九
時
か
ら
鳳
輦
神
輿
遷
座
祭
が
厳
粛
に
執
行
さ
れ
た
。

多
く
の
観
客
が
見
守
る
中
、
白
装
束
（
斎
服
・
浄
服
）
を
着
た
神
田
神
社
神
職
、

巫
女
ら
に
よ
っ
て
御
霊
が
、
一
の
宮
鳳
輦
（
大
己
貴
命
）、
二
の
宮
神
輿
（
少
彦
名

命
）、
三
の
宮
鳳
輦
（
平
将
門
命
）
へ
遷
さ
れ
た
。

　

五
月
八
日
（
金
）
は
氏
子
町
会
の
神
輿
御
霊
入
れ
を
多
く
の
町
会
で
実
施
し
た
。

複
数
の
町
会
を
担
当
す
る
神
職
が
そ
れ
ぞ
れ
の
町
会
の
御
霊
入
れ
を
行
う
た
め
、

時
間
を
分
け
て
行
っ
て
い
る
。
神
田
中
央
連
合
で
は
、
次
の
町
会
ま
で
町
会
の
車

で
神
職
を
送
っ
て
町
会
神
輿
へ
の
御
霊
入
れ
を
実
施
し
て
い
る
。

　

五
月
九
日
（
土
）
は
八
時
に
神
田
神
社
で
発
輦
祭
を
行
っ
て
、
神
幸
祭
は
開
始
さ

れ
る
。
神
田
神
社
の
三
柱
の
ご
神
霊
を
載
せ
た
鳳
輦
・
神
輿
を
中
心
と
し
た
神
幸

祭
の
行
列
は
神
田
・
日
本
橋
の
氏
子
町
会
を
巡
っ
た
。
途
中
、
将
門
塚
と
両
国
御

写真 1　鳳輦神輿遷座祭（平成 27 年、筆者撮影）
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197 神田神社の神職と現代の神田祭

仮
屋
で
は
、
神
田
神
社
宮
司
の
大
鳥
居
信
史
氏
を
斎
主
と
し
て
神
事
を
行
っ
た
。
ま
た
、
一
八
時
に
は
神
田
五
軒
町
町
会
の
神
酒
所
が
あ

る
千
代
田
３
３
３
１
で
、
初
め
て
の
試
み
と
し
て
巫
女
舞
が
奉
納
さ
れ
、
神
田
神
社
権
宮
司
の
清
水
祥
彦
氏
が
挨
拶
を
し
た
。
そ
の
後
、

神
田
神
社
へ
還
御
し
、
一
九
時
頃
に
着
輦
祭
が
神
田
神
社
で
行
わ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
橋
の
有
馬
小
学
校
か
ら
は
附
祭
の
行
列
が
神
幸
祭

行
列
の
後
ろ
へ
つ
な
が
り
、
限
ら
れ
た
神
田
神
社
神
職
と
文
化
資
源
学
会
、
有
馬
小
学
校
の
教
員
ら
で
、
附
祭
の
行
列
を
進
行
さ
せ
た
。

附
祭
に
は
、
相
馬
野
馬
追
の
騎
馬
武
者
の
ほ
か
、
大
江
山
凱
陣
、
大
鯰
と
要
石
、
花
咲
か
爺
さ
ん
、
浦
島
太
郎
な
ど
の
曳
き
物
が
加
わ
っ

た
。
筆
者
も
浦
島
太
郎
の
曳
き
物
に
参
加
し
、
慶
應
幼
稚
舎
の
子
ど
も
た
ち
と
「
浦
島
太
郎
」
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
、
ア
ド
バ
ル
ー
ン
で

で
き
た
浦
島
太
郎
の
曳
き
物
を
曳
い
て
、
小
網
町
児
童
公
園
か
ら
神
田
神
社
ま
で
練
り
歩
い
た
。
途
中
の
秋
葉
原
か
ら
東
京
藝
術
大
学
学

生
が
制
作
し
た
「
白
虎
」、
万
世
橋
交
通
少
年
団
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
千
代
田
第
六
団
な
ど
が
合
流
し
た
が
、
合
流
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
順

番
な
ど
は
現
場
の
神
職
が
臨
機
応
変
に
対
応
し
な
が
ら
、
行
列
の
運
営
を
し
て
い
た
。
三
熊
野
神
社
か
ら
里
帰
り
し
た
祢
里
（
山
車
）
二

基
も
附
祭
の
行
列
の
あ
と
に
参
加
し
た
が
、
こ
こ
に
も
神
田
神
社
神
職
が
付
き
添
い
、
運
行
を
管
理
し
て
い
た
。
ま
た
、
夜
か
ら
は
、
富

山
町
町
会
と
日
本
橋
の
氏
子
町
会
に
よ
る
神
輿
宮
入
が
行
わ
れ
、
社
殿
前
で
神
輿
を
下
し
、
神
輿
と
担
ぎ
手
の
お
祓
い
を
神
職
が
行
っ
た
。

　

五
月
一
〇
日
（
日
）
は
、
終
日
、
神
田
神
社
へ
の
氏
子
町
会
神
輿
の
宮
入
が
行
わ
れ
た
。
神
輿
宮
入
に
際
し
て
は
、
神
田
神
社
大
鳥
居

横
に
「
指
揮
台
」
の
櫓
を
組
み
、
そ
こ
に
神
田
神
社
の
神
職
を
配
置
し
て
、
大
鳥
居
前
か
ら
神
田
神
社
境
内
へ
向
か
っ
て
神
輿
宮
入
を
誘

導
す
る
。
ま
た
、
神
田
神
社
拝
殿
前
に
氏
子
町
会
の
神
輿
が
到
達
す
る
と
、
町
会
の
神
輿
の
紹
介
な
ど
を
神
田
神
社
神
職
が
行
う
。
拍
子

木
が
叩
か
れ
（
木
が
入
れ
ら
れ
）、
神
輿
が
下
ろ
さ
れ
る
と
、
お
祓
い
を
受
け
る
た
め
に
低
頭
す
る
旨
、
だ
い
こ
く
様
と
え
び
す
様
の
福

鈴
が
鳴
ら
さ
れ
る
旨
、
二
礼
二
拍
手
一
礼
の
神
田
神
社
へ
の
参
拝
の
誘
導
、
宮
入
を
果
し
た
町
会
長
の
挨
拶
の
誘
導
、
還
御
す
る
町
会
の

神
輿
の
紹
介
な
ど
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
神
田
神
社
神
職
が
行
う
。
ま
た
、
神
輿
宮
入
の
際
に
は
、
神
田
神
社
宮
司
の
大
鳥
居
信
史
氏
の
姿
も

み
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
一
〇
日
の
昼
に
秋
葉
原
中
央
通
り
で
多
数
の
神
輿
が
連
合
渡
御
を
す
る
「
お
ま
つ
り
広
場
」
で
は
、
連
合
渡
御
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に
先
立
っ
て
式
典
が
街
宣
車
の
上
（
自
民
党
本
部
か
ら
借
り
た
車
）
で
行
わ
れ
る
が
、
こ
こ
に
も
神
田
神
社
宮
司
・
大
鳥
居
信
史
氏
が
参

加
し
た
。
神
輿
宮
入
を
終
え
た
町
会
で
は
、
神
田
猿
楽
町
会
や
神
保
町
一
丁
目
町
会
な
ど
、
一
〇
日
の
夕
方
か
ら
夜
に
か
け
て
町
会
神
輿

の
御
霊
返
し
（
御
霊
抜
き
）
を
神
田
神
社
の
神
職
が
行
っ
た
。

　

な
お
、
一
〇
日
の
神
田
祭
の
様
子
は
、
神
田
神
社
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
が
制
作
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
「
神
田
祭

ｃ
ｈ
．」
で
配
信
さ
れ
た
。
配
信
さ
れ
た
映
像
は
の
ち
に
編
集
さ
れ
て
、『
神
田
祭
大
図
鑑
』（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
と
し
て
販
売
さ
れ
た
。

　

五
月
一
四
日
（
火
）
の
一
一
時
か
ら
献
茶
式
、
同
日
の
一
八
時
か
ら
明
神
能
が

催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
五
月
一
五
日
（
水
）
の
一
四
時
か
ら
神
田
神
社
例
大
祭
が

執
行
さ
れ
た
。
神
田
神
社
宮
司
以
下
の
神
職
が
厳
粛
に
祭
典
を
執
行
し
、
氏
子
町

会
の
関
係
者
が
参
列
し
た
。

　
　（
二
）
御
霊
入
れ
と
御
霊
返
し

　

平
成
二
七
（
二
〇
一
五
）
年
の
神
田
祭
で
は
、
御
霊
入
れ
は
把
握
分
で
あ
る
が

七
〇
町
会
と
二
連
合
（
錦
連
合
三
町
会
、
小
川
町
連
合
四
町
会
）
で
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
一
方
で
、
御
霊
返
し
は
一
七
町
会
で
確
認
で
き
た
。
町
会
の
神
輿
が
神
酒
所

に
還
御
し
た
時
間
と
神
田
神
社
神
職
が
御
霊
返
し
に
来
る
こ
と
が
可
能
な
時
間

が
一
致
し
た
町
会
で
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る（

８
）。
つ
ま
り
、
町
会
と
神

職
双
方
の
人
的
要
因
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
実
施
率
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。

写真 2　東神田町会御霊入れ（平成 27 年、筆者撮影）
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　（
三
）
神
田
祭
入
門
講
座
・
ア
サ
ゲ
・
ニ
ホ
ン
バ
シ

　

神
田
祭
に
先
立
ち
、
四
月
八
日
（
水
）
の
一
九
時
か
ら
ア
ー
ツ
千
代
田
３
３
３
１
を
会
場
と
し
て
、
女
性
を
対
象
と
し
た
神
田
祭
入
門

講
座
が
行
わ
れ
た
。
神
田
神
社
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
外
神
田
連
合
の
協
力
の
も
と
、
講
座
は
開
催
さ
れ
た
。
神
田
神
社
権
宮
司
の
挨
拶
、

神
田
神
社
神
職
よ
る
神
田
祭
の
歴
史
に
つ
い
て
の
映
像
や
画
像
を
使
っ
た
講
義
の
あ
と
、
メ
イ
ク
や
半
纏
の
着
付
け
、
担
ぎ
棒
を
使
っ
た

神
輿
担
ぎ
の
実
演
（
外
神
田
連
合
が
協
力
）
が
行
わ
れ
た
。

　

四
月
一
七
日
（
金
）
の
「
第
六
二
回
ア
サ
ゲ
・
ニ
ホ
ン
バ
シ
」（
朝
餉
・
日
本
橋
）
で
は
、
室
町
一
丁
目
の
三
井
ホ
ー
ル
を
会
場
と
し

て
、
朝
食
を
食
べ
な
が
ら
神
田
神
社
神
職
に
よ
っ
て
「
神
田
祭
と
ゴ
ル
フ
日
本
橋
会
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
た
。
講
演
で
は
、
神
道

や
神
田
神
社
、
神
田
祭
、
ゴ
ル
フ
日
本
橋
会
を
通
じ
た
関
わ
り
が
室
町
一
丁
目
会
の
神
田
神
社
へ
の
神
輿
宮
入
へ
つ
な
が
っ
た
こ
と
な
ど

が
、
多
く
の
画
像
を
使
っ
た
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
神
田
神
社
の
神
職
は
限
ら
れ
た
人
数
で
神
事
を
厳
粛
に
執
行
す
る
の
み
な
ら
ず
、
神
田
祭
の
賑
わ
い
を
彩
る
様
々
な

活
動
に
従
事
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
二

　
神
田
祭
以
外
の
氏
子
町
会
と
神
社
・
神
職
と
の
関
わ
り

　

神
田
祭
以
外
に
お
い
て
も
、
当
然
、
氏
子
町
会
と
神
田
神
社
・
神
職
と
の
関
わ
り
を
持
つ
場
が
年
間
を
通
じ
て
複
数
存
在
す
る
。
ま
ず

は
神
田
神
社
の
年
中
行
事
か
ら
そ
う
し
た
場
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
　（
一
）
神
田
神
社
の
年
中
行
事

　
『
神
田
明
神
史
考
』
に
は
、
大
正
八
（
一
九
一
九
）・
九
年
の
歳
時
記
と
し
て
、
初
日
の
出
、
初
詣
、
一
番
組
の
初
詣
で
新
年
会
、
神
楽
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200神田神社の神職と現代の神田祭

殿
に
お
け
る
太
々
神
楽
、
節
分
祭
・
拝
殿
に
整
列
し
た
年
男
、
夏
越
し
の
形
代
流
し
（
隅
田
川
）、
七
五
三
参
り
、
歳
の
市
・
〆
飾
り
店
、

歳
の
市
・
羽
子
板
店
と
警
戒
の
宮
鍵
講
員
、
歳
の
市
・
御
防
講
詰
所
、
煤
払
い
、
除
夜
七
祭
の
内
・
神
門
祭
、
除
夜
七
祭
の
内
・
疫
神
祭
、

除
夜
七
祭
の
内
・
道
饗
祭
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

９
）。

　

昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
発
行
の
『
神
田
明
神
誌
』
に
は
、「
現
在
行
は
れ
つ
ゝ
あ
る
も
の
」
と
し
て
神
田
明
神
の
年
中
行
事
が
挙
げ

ら
れ
、
旧
行
事
に
は
「
△
」（
三
角
印
）
が
付
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
以
下
に
列
挙
す
る
と
、「
一
月
一
日　

歳
旦
祭
」「
一
月
一
日　

初
日
出
拝
」

「
一
月
二
日　

元
始
祭
」「
一
月
八
日　

神
事
始
△
」「
一
月
九
日
よ
り
一
月
末
日
ま
で　

氏
子
各
町
神
楽
奉
奏
△
」「
二
月
節
分　

疫
神
祭

授
與
」「
二
月
十
一
日　

紀
元
節
祭
」「
二
月
十
九
日　

祈
年
祭
」「
三
月
春
分
ノ
日　

春
季
皇
靈
祭
遥
拝
」「
四
月
三
日　

神
武
天
皇
祭
遥

拝
」「
四
月
二
十
一
日　

大
々
神
楽
△
」「
四
月
二
十
九
日　

天
長
節
祭
」「
隔
年
五
月
十
三
日
よ
り
十
九
日
ま
で　

神
幸
祭
」「
六
月
三
十

日　

大
祓
」「
七
月
三
十
日　

明
治
天
皇
祭
遥
拝
」「
九
月
十
四
日　

前
斎
式
」「
九
月
十
五
日　

例
祭
」「
九
月
秋
分
ノ
日　

秋
季
皇
靈
祭

遥
拝
」「
十
月
十
七
日　

神
嘗
祭
遥
拝
」「
十
一
月
三
日　

明
治
節
祭
」「
十
一
月
十
五
日　

七
五
三
祝
」「
十
一
月
廿
五
日　

新
嘗
祭
」「
十
二

月
二
十
日
二
十
一
日　

年
の
市
」「
十
二
月
卅
一
日　

大
祓
」「
十
二
月
卅
一
日　

除
夜
祭
△
」
で
あ
る
。

　

戦
前
の
神
田
神
社
の
年
中
行
事
に
お
い
て
も
、
神
楽
始
や
氏
子
各
町
神
楽
奉
奏
、
大
々
神
楽
、
除
夜
祭
な
ど
が
「
旧
行
事
」
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
て
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
対
比
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
旧
行
事
は
昭
和
初
期
の
段
階
で
は
中
断
し
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
次
に
、
戦
後
の
神
田
神
社
の
年
中
行
事
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
き
た
い
。

　

昭
和
六
〇
年
発
行
の
『
奉
祝
天
皇
陛
下
御
在
位
六
十
年　

神
幸
祭
写
真
集　

神
田
明
神
』
に
は
、「
神
田
神
社
年
中
行
事
」
と
し
て
、

神
楽
始
め
の
儀
、
神
楽
始
め
に
参
列
の
氏
子
総
代
、
節
分
祭
に
参
進
す
る
氏
子
総
代
、
節
分
祭
豆
撒
風
景
、
将
門
塚
例
祭
・
長
銀
講
堂
、

大
祓
形
代
流
し
御
座
船
、
大
國
祭
の
賑
い
、
秋
大
祭
に
参
列
す
る
氏
子
総
代
の
八
枚
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
昭
和
初
期
に
は
、
中

断
し
て
い
た
神
楽
始
が
復
活
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
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『
神
田
明
神
史
考
』
に
は
、
平
成
三
（
一
九
九
一
）
年
の
神
田
神
社
の
年
中
行
事
と
し
て
、
一
月
一
日
・
初
詣
、
一
月
八
日
・
神
楽
始
め
、

一
月
一
四
日
・
大
国
ま
つ
り
、
一
月
一
五
日
・
寒
中
が
ま
ん
大
会
（
寒
中
禊
錬
成
）、
二
月
三
日
・
節
分
祭
（
豆
撒
き
式
）、
四
月
三
日
・

春
大
祭
（
祈
年
祭
）、
四
月
五
日
・
健
育
祭
（
新
入
学
児
童
参
拝
）、
五
月
一
五
日
・
献
茶
式
（
表
千
家
家
元
奉
仕
）、
五
月
一
五
日
・
例
大
祭
、

七
月
三
日
・
大
祓
形
代
流
却
神
事
（
東
京
湾
浦
安
沖
）、
九
月
彼
岸
中
・
将
門
塚
塚
前
祭
、
九
月
彼
岸
中
・
将
門
塚
例
祭
（
長
銀
講
堂
）、

一
一
月
一
五
日
・
七
五
三
詣
、
一
一
月
二
五
日
・
秋
大
祭
（
新
嘗
祭
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
結
婚
式
に
つ
い
て
も
「
明
神
会
館

よ
り
参
進
」
と
し
て
、
写
真
入
り
で
紹
介
し
て
い
る（

（1
（

。

　
『
神
田
神
社　

平
成
の
御
造
替
事
業
竣
成
報
告
書
』
に
は
、
平
成
一
一
年
の
年
間
行
事
（
予
定
）
と
し
て
、
元
旦
・
初
詣
、
一
月
八
日
・

神
楽
始
、
一
月
一
四
日
～
・
だ
い
こ
く
祭
、
一
月
一
四
日
・
寒
中
が
ま
ん
大
会
、
二
月
三
日
・
節
分
祭
、
四
月
三
日
・
春
大
祭
（
祈
年
祭
）、

四
月
五
日
・
健
育
祭
（
新
入
学
児
童
参
拝
）、
五
月
一
八
日
・
例
大
祭
、
五
月
一
九
日
・
献
茶
祭
（
表
千
家
家
元
奉
仕
）、
六
月
三
〇
日
・

夏
越
大
祓
式
、
七
月
二
日
・
大
祓
形
代
流
却
神
事
、
七
月
七
日
・
七
夕
祭
、
九
月
彼
岸
中
・
将
門
塚
例
祭
、
一
一
月
一
五
日
・
七
五
三
詣
、

一
一
月
二
五
日
・
秋
大
祭
（
新
嘗
祭
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

神
田
祭
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
平
成
二
七
年
神
田
祭
』
に
は
、「
神
田
明
神
の
一
年
」
と
し
て
、一
月
一
日
：
初
詣
・
歳
旦
祭
、一
月
初
旬
：

仕
事
始
め
参
拝
、
一
月
中
旬
：
だ
い
こ
く
祭
・
寒
中
禊
（
が
ま
ん
会
）・
四
條
流
包
丁
儀
式
・
祈
願
串
成
就
祭
、
一
月
下
旬
：
神
楽
始
（
太
々

神
楽
）、
二
月
三
日
：
節
分
祭
豆
ま
き
式
、
二
月
一
一
日
：
紀
元
祭
、
二
月
下
旬
：
末
社
・
浦
安
稲
荷
神
社
例
祭
、
三
月
上
旬
：
末
社
・

末
廣
稲
荷
神
社
例
祭
、
四
月
初
旬
：
崇
敬
会
春
祭
り
・
新
入
学
児
童
健
育
祭
・
祖
霊
社
春
季
例
祭
（
氏
子
英
霊
慰
霊
祭
）、
四
月
三
日
：

祈
年
祭
（
春
大
祭
）、
五
月
一
日
：
合
祀
殿
春
例
祭
、
五
月
一
四
日
：
献
茶
式
（
表
千
家
家
元
奉
仕
）・
明
神
能
（
金
剛
流
）、
五
月
一
五
日
：

例
大
祭
、
五
月
中
旬
：
神
田
祭
（
二
年
に
一
度
）、
六
月
初
旬
：
京
都
神
田
明
神
例
祭
、
六
月
初
旬
：
摂
社
・
大
伝
馬
町
八
雲
神
社
例
祭
、

六
月
初
旬
：
摂
社
・
小
舟
町
八
雲
神
社
例
祭
、
六
月
三
〇
日
：
夏
越
大
祓
式
、
七
月
初
旬
：
大
祓
形
代
流
却
神
事
、
七
月
七
日
：
七
夕
祭
、
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九
月
彼
岸
中
：
将
門
塚
例
祭
、
一
〇
月
一
日
：
合
祀
殿
秋
例
祭
、
一
〇
月
中
旬
：
末
社
・
金
刀
比
羅
神
社
例
祭
、
一
〇
月
中
旬
：
末
社
・

三
宿
稲
荷
神
社
例
祭
、
一
一
月
中
旬
：
末
社
・
籠
祖
神
社
例
祭
、
一
一
月
中
：
七
五
三
詣
祝
祭
、
一
一
月
二
五
日
：
新
嘗
祭
（
秋
大
祭
）、

一
二
月
一
二
日
：
煤
納
奉
告
祭
、
一
二
月
二
三
日
：
天
長
祭
、
一
二
月
下
旬
：
除
災
大
祓
式
、
一
二
月
三
一
日
：
師
走
大
祓
式
・
除
夜
祭

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

こ
こ
で
は
、
平
成
三
年
、 

平
成
一
一
年
、
平
成
二
七
年
の
神
田
神
社
の
年
中
行
事
を
比
較
す
る
と
、
平
成
三
年
と
平
成
一
一
年
で
は
、

末
社
・
摂
社
の
例
祭
な
ど
記
載
さ
れ
て
い
な
い
行
事
の
存
在
が
想
定
さ
れ
る
も
の
の
、
平
成
一
一
年
か
ら
七
月
七
日
の
七
夕
祭
が
加
わ
り
、

平
成
一
一
年
か
ら
平
成
二
七
年
で
は
、一
月
初
旬
の
仕
事
始
め
参
拝
、四
月
上
旬
の
崇
敬
会
春
ま
つ
り
、五
月
一
四
日
の
明
神
能
（
金
剛
流
）

な
ど
、
年
間
を
通
じ
た
新
た
な
行
事
が
加
わ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
平
成
三
年
と
平
成
一
一
年
で
は
、
一
月
八
日
で
あ
っ
た
神
楽

始
が
、
平
成
二
七
年
で
は
一
月
下
旬
に
な
る
な
ど
、
固
定
さ
れ
て
い
た
祭
日
が
初
旬
・
上
旬
・
中
旬
・
下
旬
な
ど
と
、
毎
年
、
日
曜
・
祝

祭
日
の
日
付
に
祭
日
を
対
応
さ
せ
な
が
ら
、
多
く
の
参
拝
者
に
集
っ
て
も
ら
お
う
と
工
夫
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
一
方
で
、
四

月
三
日
の
祈
年
祭
、
五
月
一
五
日
の
例
大
祭
、
一
一
月
二
五
日
の
新
嘗
祭
（
秋
大
祭
）
の
祭
日
は
、
動
か
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
大

祭
の
日
を
中
心
に
、
氏
子
町
会
の
人
た
ち
は
神
社
の
祭
典
に
参
列
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
平
成
二
六
年
の
新
嘗
祭
（
秋
大
祭
）
で
は
、
翌
・

平
成
二
七
年
の
神
田
祭
の
日
程
等
の
予
定
が
氏
子
町
会
に
報
告
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
初
詣
を
含
め
、
仕
事
始
め
の
企
業
参
拝
や
崇
敬
会
の

春
祭
り
な
ど
、
氏
子
以
外
の
崇
敬
者
や
個
人
、
氏
子
の
企
業
に
も
開
か
れ
た
行
事
も
多
く
催
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
平
成
二
七
年

の
仕
事
始
め
の
日
に
は
、
一
三
五
〇
社
を
超
え
る
企
業
が
神
田
神
社
へ
昇
殿
参
拝
し
た
。

　

神
田
神
社
の
神
職
に
よ
れ
ば
、
崇
敬
会
春
祭
り
の
ポ
ス
タ
ー
配
り
、
大
祓
式
、
七
夕
祭
、
七
五
三
、
秋
大
祭
（
新
嘗
祭
）
で
神
田
神
社

の
氏
子
町
会
の
関
係
者
（
町
会
関
係
者
に
は
崇
敬
者
も
い
る
）
と
協
力
し
て
、
広
報
等
を
し
て
も
ら
い
、
こ
れ
ら
の
行
事
を
実
施
し
て
い

る
と
い
う
。
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　（
二
）
氏
子
町
会
の
年
中
行
事
と
の
関
わ
り

　

神
田
祭
以
外
の
町
会
の
年
中
行
事
に
神
田
神
社
や
神
田
神
社
の
神
職
と
の
関
わ
り
が
み
ら
れ
る
。

　
〔
初
詣
〕

　

多
く
の
町
会
で
行
っ
て
い
る
の
が
、
新
年
の
神
田
神
社
へ
の
初
詣
（
昇
殿
参
拝
）
で
あ
る
。
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
神
田
神
社
に

宮
入
を
果
し
た
町
会
と
参
考
事
例
二
町
会
を
含
む
五
四
町
会
と
二
連
合
（
錦
連
合
・
小
川
町
連
合
）
を
対
象
と
し
た
実
態
調
査（

（1
（

（
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
）
か
ら
判
明
し
た
町
会
で
初
詣
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

多
町
二
丁
目
町
会
（
元
旦
、六
五
人
参
加
）、淡
路
町
二
丁
目
町
会
（
一
月
二
日
一
〇
時
半
・
三
〇
人
参
加
）、須
田
町
南
部
町
会
（
元
旦
・

一
五
世
帯
参
加
）、
須
田
町
北
部
町
会
（
元
旦
〇
時
半
集
合
・
一
五
人
参
加
）、
宮
本
町
会
（
一
月
二
日
・
三
〇
～
四
〇
人
参
加
、
明
神
会

館
で
新
年
会
）、
神
臺
會
（
一
月
二
日
・
一
七
～
一
八
人
参
加
）、
外
神
田
三
丁
目
末
廣
町
会
（
一
月
二
日
一
〇
時
半
・
一
五
人
）、
岩
本

町
三
丁
目
町
会
（
元
旦
・
三
〇
人
）、
東
神
田
町
会
（
三
〇
人
参
加
）、
東
神
田
豊
島
町
会
（
子
ど
も
を
含
む
三
〇
人
参
加
）、
神
田
佐
久

二
平
河
町
会
（
元
旦
に
実
施
）、
神
田
佐
久
間
町
三
丁
目
町
会
（
一
月
第
三
土
曜
に
新
年
会
と
一
緒
に
実
施
・
約
二
〇
人
参
加
）、
神
田
佐

久
間
町
四
丁
目
町
会
（
元
旦
一
五
時
・
一
二
～
一
三
人
参
加
）、
神
田
和
泉
町
町
会
（
一
月
三
日
）、
人
形
町
二
丁
目
三
之
部
町
会
（
二
〇

人
）、
東
日
本
橋
三
丁
目
橘
町
会
（
役
員
二
〇
～
三
〇
人
参
加
）
な
ど
で
あ
る
。

　

少
な
く
と
も
一
八
町
会
が
町
会
で
神
田
神
社
へ
の
初
詣
（
昇
殿
参
拝
）
を
実
施
し
て
い
る
。
昇
殿
参
拝
の
際
に
は
社
殿
や
撤
下
所
な
ど

で
神
職
と
町
会
関
係
者
が
挨
拶
を
交
わ
し
て
い
る
。
ま
た
、
町
会
で
は
新
年
会
を
開
催
す
る
町
会
が
複
数
あ
る
が
、
神
田
中
央
連
合
を
担

当
す
る
神
職
が
担
当
町
会
の
新
年
会
に
顔
を
出
し
て
い
る
と
い
う
。
昇
殿
参
拝
の
際
に
受
け
た
祈
祷
札
や
神
供
は
新
年
会
の
席
な
ど
で
、

町
会
員
に
配
ら
れ
る
。
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〔
そ
の
他
の
行
事
で
の
関
わ
り
〕

　

二
月
に
は
、
小
川
町
連
合
で
祀
る
幸
徳
稲
荷
神
社
の
節
分
祭
や
秋
葉
原
東
部
地
区
連
合
で
祀
る
草
分
稲
荷
神
社
の
初
午
祭
な
ど
を
、
氏

子
町
会
の
稲
荷
神
社
の
祭
り
を
斎
主
と
し
て
執
行
す
る
の
も
神
田
神
社
の
神
職
で
あ
る
。

　

四
月
の
健
育
祭
に
は
、
東
日
本
橋
二
丁
目
町
会
の
子
ど
も
が
神
田
神
社
へ
参
拝
す
る
。
平
成
二
七
年
は
四
月
一
日
に
神
田
神
社
へ
参
拝

し
、
町
会
の
子
ど
も
一
二
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
。
神
社
が
行
う
健
育
祭
と
は
別
に
、
神
保
町
一
丁
目
町
会
で
は
、
三
月
中
に
町
会
の

小
中
学
校
の
卒
業
祝
い
と
入
学
祝
い
を
、
昇
殿
参
拝
を
し
て
行
う
。

　

神
田
祭
の
蔭
祭
に
、
史
蹟
・
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
の
発
御
祭
、
還
御
祭
な
ど
の
神
事
を
行
い
、
ま
た
町
会
の
神
輿
の
巡
幸
を
行
う
神

田
和
泉
町
町
会
の
大
・
中
・
小
神
輿
、
東
日
本
橋
二
丁
目
町
会
の
子
ど
も
神
輿
に
御
霊
入
れ
・
御
霊
返
し
の
神
事
を
神
田
神
社
の
神
職
が

行
う
。
ま
た
、
宮
本
町
会
の
子
ど
も
神
輿
の
巡
幸
に
際
し
て
も
、
神
田
神
社
拝
殿
前
で
、
神
事
の
内
容
や
意
味
の
解
説
付
き
で
御
霊
入
れ

の
神
事
が
行
わ
れ
た（

（1
（

。

　

一
二
月
の
神
田
神
社
の
「
お
札
配
り
」
で
は
、
氏
子
町
会
の
崇
敬
会
員
を
神
田
神
社
の
担
当
神
職
ら
が
迴
る
。
町
会
長
（
崇
敬
会
員
）

が
町
内
の
会
員
分
を
ま
と
め
て
受
け
取
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

ま
た
、
須
田
町
中
部
町
会
を
担
当
す
る
神
職
は
、
平
成
二
五
年
を
例
に
し
て
み
る
と
、
二
月
の
豊
潤
稲
荷
神
社
の
初
午
祭
の
祭
典
を
行

い
、
直
会
の
席
で
町
会
の
人
た
ち
と
懇
親
の
場
を
持
ち
、
五
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
須
田
町
中
部
町
会
六
〇
周
年
記
念
式
典
に
参
加
し
、
九

月
の
町
会
の
旅
行
に
参
加
す
る
な
ど
、
町
会
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
て
い
る
姿
を
み
る
こ
と
が
で
き
た（

（1
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
も
の
は
ご
く
一
部
で
あ
る
が
、
神
田
神
社
の
神
職
と
氏
子
町
会
の
人
た
ち
は
、
神
田
祭
以
外
の

様
々
な
行
事
に
お
い
て
、
交
流
す
る
機
会
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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　（
三
）
氏
子
町
会
の
神
田
神
社
の
イ
メ
ー
ジ

　

こ
う
し
た
年
間
を
通
じ
て
町
会
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
神
職
の
存
在
は
各
町
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
一
つ
の
参
考
に
な
る
デ
ー
タ
が
あ
る
。

　

平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
神
田
神
社
に
宮
入
を
果
し
た
町
会
と
参
考
事
例
二
町
会
を
含
む
五
四
町
会
と
二
連
合
（
錦
連
合
・
小
川
町

連
合
）
を
対
象
と
し
た
実
態
調
査（

（1
（

（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
）
に
お
い
て
、
各
町
会
の
町
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
町
会
関
係
者
に
「
神
田
神

社
は
何
の
神
様
を
祀
る
、
ど
の
よ
う
な
神
社
か
」
を
伺
い
、
神
田
神
社
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
回
答
し
て
も
ら
っ
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
回
答
の
多
い
順
に
、「
平
将
門
」（
三
四
町
会
）、「
氏
神
様
」（
一
八
町
会
）、「
商
売
（
繁
盛
）
の
神
様
」（
一
一
町
会
）、

「
だ
い
こ
く
様
」（
九
町
会
）、「
え
び
す
様
」（
六
町
会
）、「
少
彦
名
命
」（
四
町
会
）、「
神
様
は
三
人
」（
四
町
会
）、「
大
国
主
命
」（
三
町

会
）、「
大
己
貴
命
」（
三
町
会
）、「
江
戸
の
総
鎮
守
」（
三
町
会
）
な
ど
の
回
答
が
あ
っ
た
。
平
将
門
の
イ
メ
ー
ジ
が
依
然
と
し
て
強
い
こ

と
が
わ
か
る
が
、「
氏
神
様
」
と
し
て
の
性
格
と
「
商
売
の
神
様
」
の
性
格
を
併
せ
持
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
う
ち
、
平
将
門
に
関
わ
る
も
の
で
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
言
語
化
し
て
い
る
も
の
に
、「
平
将
門
様
。
神
田
の
人
間
は
成
田
山

に
は
い
か
な
い
」（
司
一
町
会
）、「
ち
ゃ
ん
と
お
祀
り
し
な
い
と
将
門
さ
ん
は
怖
い
」（
淡
路
町
一
丁
目
町
会
）、「
将
門
が
い
る
と
は
い
っ

て
は
い
け
な
い
」（
外
神
田
四
丁
目
田
代
会
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
氏
神
様
に
関
わ
る
も
の
で
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
言
語
化
し
て
い

る
も
の
に
、「
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
氏
神
。
心
休
ま
る
氏
神
様
」（
内
神
田
旭
町
々
会
）、「
氏
神
。
氏
子
と
氏
神
の
距
離
間
は
変
っ
て
い
な

い
」（
栄
町
会
）、「
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
氏
神
」（
鍛
冶
町
一
丁
目
町
会
）、「
み
ん
な
氏
子
だ
と
思
っ
て
い
る
。
い
い
意
味
で
プ
ラ
イ
ド
を

持
っ
て
い
る
」（
神
田
佐
久
間
町
四
丁
目
町
会
）、「
地
域
を
守
っ
て
く
れ
る
神
様
」（
外
神
田
三
丁
目
金
沢
会
）
が
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、「
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
お
祓
い
を
受
け
に
行
っ
た
り
、
商
売
繁
盛
の
祈
願
に
も
い
く
、
身
近
な
神
社
」（
司
町
二
丁
目
町

会
）、「
子
ど
も
の
頃
か
ら
神
社
で
セ
ミ
を
取
っ
た
り
、
親
し
み
の
あ
る
神
社
」（
淡
路
町
二
丁
目
町
会
）、「
神
田
神
社
は
ス
テ
ー
タ
ス
。
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祭
礼
も
大
き
い
し
、
氏
子
町
会
の
規
模
も
大
き
い
。
神
田
祭
は
町
神
輿
の
祭
り
。
一
つ
一
つ
の
町
会
が
競
い
合
う
祭
り
。
そ
う
し
た
求
心

力
を
持
つ
神
田
神
社
は
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
大
き
い
。
非
常
に
ス
テ
ー
タ
ス
を
感
じ
る
」（
須
田
町
北
部
町
会
）、「
最
初
の
頃
は
さ
み
し
か
っ

た
が
、ず
い
ぶ
ん
隆
盛
し
て
き
た
。
お
祭
り
も
こ
こ
一
五
年
く
ら
い
で
盛
ん
に
な
っ

て
き
て
い
る
」（
神
臺
會
）、「
ど
の
神
様
を
お
祀
り
し
て
い
る
か
と
い
う
よ
り
、
神

田
神
社
そ
の
も
の
が
持
っ
て
い
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
き
い
」（
岩
本
町
三
丁
目
町

会
）、「
住
民
の
す
べ
て
の
心
の
支
え
」（
神
田
大
和
町
会
）、「
明
神
様
は
心
の
拠
り

所
。
善
意
の
象
徴
」（
東
神
田
町
会
）、「
神
田
神
社
は
下
町
に
つ
な
が
る
神
社
。
商

売
繁
盛
に
関
連
し
て
い
て
親
し
み
や
す
い
」（
東
神
田
豊
島
町
会
）、「
神
田
神
社
は

庶
民
に
開
か
れ
た
神
社
」（
室
町
一
丁
目
会
）、「
あ
そ
こ
に
行
く
と
楽
し
め
る
神
社
。

資
料
館
も
あ
り
、
面
白
い
行
事
も
あ
り
親
し
め
る
」（
東
日
本
橋
三
丁
目
橘
町
会
）

な
ど
の
い
ず
れ
も
肯
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
回
答
し
て
い
る
。

　

特
に
、「
親
し
み
や
す
い
」「
楽
し
め
る
神
社
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
は
、

各
氏
子
町
会
を
担
当
す
る
神
田
神
社
神
職
と
の
関
係
の
深
さ
も
窺
え
る
。
例
え
ば
、

東
日
本
橋
三
丁
目
橘
町
会
や
室
町
一
丁
目
会
の
神
田
神
社
へ
の
神
輿
宮
入
は
担
当

神
職
と
の
個
人
的
な
つ
な
が
り
も
働
き
、
実
現
に
至
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
三
　
神
田
祭
の
変
遷
に
み
る
神
職
と
賑
わ
い
の
場
の
形
成

　

こ
こ
で
は
、
千
代
田
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
新
聞
で
あ
る
『
週
刊
千
代
田
』
の
記
事
を
中
心
に
、
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
の
松
平
誠
の 写真 3　神輿宮入と神職（平成 27 年、筆者撮影）
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207 神田神社の神職と現代の神田祭

調
査
前
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
神
田
祭
の
変
遷
を
神
職
と
賑
わ
い
の
観
点
か
ら
み
て
お
き
た
い
。
た
だ
し
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に

も
一
九
九
〇
年
代
（
平
成
の
初
め
）
の
動
き
に
つ
な
が
る
萌
芽
が
あ
る
た
め
、
ま
ず
こ
の
動
き
か
ら
押
え
て
お
き
た
い
。

　
　（
一
）
一
九
七
〇
年
代
後
半
の
動
き

　

昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
で
は
、
五
月
一
二
日
に
献
茶
式
、
五
月
一
三
日
に
宵
宮
、
五
月
一
四
日
に
神
幸
祭
、
一
四
日
午
後
か
ら
、

歩
行
者
天
国
で
神
輿
連
合
渡
御
（
中
央
通
り
に
一
〇
〇
基
の
神
輿
を
集
め
た
と
い
わ
れ
る
も
の
）
が
行
わ
れ
た（

（1
（

。

　

昭
和
五
五
年
は
蔭
祭
の
年
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
五
月
一
〇
日
（
土
）
の
午
後
に
、「
神
祭
会
」
の
若
い
衆
が
神
輿
を
担
い
で
秋
葉
原

電
気
街
を
練
っ
た
。
五
月
一
一
日
（
日
）
に
は
、
神
田
和
泉
町
町
会
で
は
神
輿
の
巡
幸
、
内
神
田
旭
町
々
会
で
は
子
ど
も
神
輿
の
巡
幸
が

行
わ
れ
た
。
神
田
明
神
境
内
で
は
、
新
し
く
出
来
た
神
輿
庫
で
神
田
祭
の
古
い
写
真
の
展
示
、
神
楽
殿
で
は
奉
納
演
芸
な
ど
の
祭
礼
行
事

を
五
月
一
〇
日
～
一
五
日
ま
で
実
施
し
た（

（2
（

。
こ
の
年
、「
明
神
稚
児
太
鼓
」が
結
成
さ
れ
た
。
明
神
稚
児
太
鼓
が
形
成
さ
れ
る
き
っ
か
け
は
、

神
田
神
社
の
氏
子
総
代
の
一
人
が
テ
レ
ビ
で
福
井
県
剣
神
社
の
「
明
神
太
鼓
」
と
い
う
名
前
の
子
ど
も
太
鼓
を
み
て
、
強
く
心
に
焼
き
つ

い
た
。「
こ
ん
な
可
愛
ら
し
い
子
供
太
鼓
が
神
田
明
神
に
で
き
な
い
も
の
か
」
と
、当
時
神
田
神
社
の
禰
宜
で
あ
っ
た
大
鳥
居
信
史
氏
（
現
・

神
田
神
社
宮
司
）
に
相
談
し
た
。
大
鳥
居
氏
は
早
速
、
剣
神
社
に
見
学
に
行
き
、
明
神
太
鼓
を
八
㍉
ビ
デ
オ
に
お
さ
め
て
総
代
会
で
映
写

会
を
催
し
た
。
そ
し
て
、
明
神
将
門
ば
や
し
会
が
子
ど
も
太
鼓
の
面
倒
を
見
る
こ
と
に
な
り
、
明
神
将
門
太
鼓
保
存
会
に
よ
る
神
田
明
神

稚
児
太
鼓
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た（

（2
（

。

　
　（
二
）
一
九
九
〇
年
代
（
平
成
に
入
っ
て
か
ら
）
の
動
き

　

次
に
、
平
成
に
入
っ
て
か
ら
の
動
き
を
み
て
お
き
た
い
。
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平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
の
神
田
祭
で
は
、
神
幸
祭
に
復
活
し
た
諫
鼓
（
か
ん
こ
）
山
車
、
旧
神
田
市
場
前
か
ら
稚
児
行
列
が
参
加
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
後
ろ
に
羽
衣
山
車
（
岩
本
町
二
丁
目
松
枝
町
会
）
が
加
わ
っ
た
。
ま
た
、
神
輿
宮
入
で
は
須
田
町
中
部
町
会
と
多
町

二
丁
目
町
会
の
二
基
の
女
神
輿
が
宮
入
を
果
し
た（

（2
（

。

　

平
成
四
年
の
神
田
祭
で
は
、
茨
城
県
か
ら
神
田
祭
の
行
列
を
見
て
創
始
し
た
と
い
う
「
町
田
火
消
し
行
列
」
が
、
五
月
九
日
（
土
）
の

神
幸
祭
（
一
八
時
頃
か
ら
開
催
さ
れ
た
旧
神
田
市
場
跡
の
「
お
ま
つ
り
広
場
」
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
）
に
飛
脚
ら
一
二
〇
人
が
参
加
し
た（

（2
（

。

神
輿
宮
入
で
は
、
東
神
田
町
会
の
神
輿
（
昭
和
二
九
〔
一
九
五
四
〕
年
製
作
の
神
輿
）
が
初
の
宮
入
を
果
し
た（

（2
（

。

　

平
成
六
年
の
神
田
祭
で
は
、
担
ぎ
手
の
定
員
一
六
〇
〇
人
で
あ
る
神
田
市
場
千
貫
神
輿
が
七
年
振
り
の
渡
御
を
行
っ
た（

（2
（

。
こ
れ
に
、
茨

城
県
岩
井
市
か
ら
参
加
し
た
将
門
武
者
行
列
が
、
お
ま
つ
り
広
場
付
近
で
合
流
し
た（

（2
（

。
ま
た
、
企
業
協
力
に
よ
る
ク
ラ
イ
ス
デ
ー
ル
ワ
ゴ

ン
パ
レ
ー
ド
と
い
う
馬
車
行
列
に
加
え
、
日
本
航
空
株
式
会
社
の
フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
が
神
田
祭
に
参
加
し
た
。
さ
ら
に
、
株
式
会

社
博
報
堂
を
は
じ
め
各
社
の
協
力
で
「
神
田
祭
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
」
の
企
画
も
加
わ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
神
田
神
社
権
宮
司
の
清
水

祥
彦
氏
は
「
企
業
の
参
加
に
よ
る
祭
礼
活
性
化
は
さ
ら
に
進
ん
だ
」
と
し
て
い
る（

（2
（

。

　

平
成
七
年
の
七
月
一
三
日
～
一
六
日
に
行
わ
れ
た
「
靖
国
み
た
ま
祭
り
」
に
は
、
神
田
靖
国
講
が
三
基
の
神
輿
（
司
一
町
会
、
神
田
旅

籠
町
会
、
鍛
冶
町
二
丁
目
町
会
）
を
出
し
、
麹
町
区
と
連
合
渡
御
を
実
施
し
た（

（2
（

。
こ
の
巡
幸
に
は
、
外
神
田
連
合
の
現
・
神
臺
會
会
長
の

Ｔ
・
Ｎ
氏
が
副
委
員
長
と
し
て
参
加
し
た
。

　

平
成
八
年
、氏
子
町
会
の
一
つ
の
神
田
同
朋
町
会
が
神
輿
を
新
調
し
た
。
同
年
三
月
九
日
に
神
田
神
社
社
殿
前
で
新
調
神
輿
を
披
露
し
、

明
神
会
館
地
下
ホ
ー
ル
で
披
露
宴
を
催
し
た
。
こ
の
席
で
神
田
神
社
宮
司
の
大
鳥
居
信
史
氏
は
「
お
膝
元
の
町
会
で
二
五
年
ぶ
り
の
お
神

輿
の
完
成
。
神
田
祭
り
近
し
、
の
実
感
が
す
る
。
大
祭
に
一
層
の
華
を
添
え
る
も
の
と
思
う
」
と
祝
辞
を
述
べ
た（

（2
（

。

　

平
成
八
年
の
神
田
祭
に
は
、
遠
州
大
須
賀
三
熊
野
神
社
の
祢
里
二
基
・
二
五
〇
人
が
里
帰
り
を
果
た
し
た
。
祢
里
二
基
は
、
五
月
一
一
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209 神田神社の神職と現代の神田祭

日
（
土
）
の
神
幸
祭
の
後
ろ
に
加
わ
っ
た（

（3
（

。
同
じ
一
一
日
一
七
時
半
か
ら
、
秋
葉
原
駅
前
～
神
田
神
社
間
を
「
お
ま
つ
り
広
場
」（
歩
行

者
天
国
）
と
し
て
開
放
し
、
縁
日
を
開
催
し
た
。
翌
・
一
二
日
（
日
）
に
は
、
宮
入
を
済
ま
せ
た
外
神
田
地
区
の
一
一
基
の
神
輿
が
歩
行

者
天
国
に
繰
り
出
し
た
。
そ
こ
に
四
尺
の
大
神
輿
（
約
二
〇
〇
〇
人
の
若
衆
）、
三
熊
野
神
社
の
祢
里
二
基
（
二
五
〇
人
）
も
合
流
し
た（

（3
（

。

　

平
成
八
年
の
一
二
月
六
日
に
「
神
田
祭
の
會
」
が
結
成
さ
れ
た
。「
神
田
祭
の
會
」
は
、「
今
後
の
神
田
祭
り
を
一
層
盛
り
上
げ
る
た
め
、

情
報
交
換
作
り
を
で
き
る
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
を
作
り
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
一
二
月
六
日
一
八
時
に
明
神
会
館
へ
六
四
人
が
参
集
し
た
。

神
田
神
社
宮
司
の
大
鳥
居
信
史
氏
、権
禰
宜
二
人
も
参
加
し
た
。こ
の
会
が
結
成
さ
れ
た
背
景
に
は
、平
成
八
年
の
次
の
大
祭（
神
田
祭
）が
、

神
田
神
社
の
本
殿
な
ど
の
大
改
修
（
平
成
の
御
造
替
事
業
）
に
よ
っ
て
三
年
後
の
平
成
一
一
年
に
な
る
こ
と
も
影
響
し
た
と
み
ら
れ
る（

（3
（

。

　

平
成
九
年
、
平
成
の
御
造
替
事
業
（
平
成
七
年
～
平
成
一
一
年
五
月
）
の
一
環
で
斎
館
（
一
階
が
多
目
的
祭
祀
殿
、
二
階
・
三
階
が
資

料
展
示
室
と
収
蔵
庫
〔
現
・
神
田
明
神
資
料
館
〕）
を
竣
工
し
た
。
斎
館
の
二
階
展
示
室
に
土
人
形
の
神
幸
祭
の
行
列
を
展
示
し
た（

（3
（

。

　

同
年
、
一
二
月
四
日
か
ら
、
神
田
神
社
で
江
戸
を
題
材
と
し
た
カ
ル
チ
ャ
ー
講
座
「
明
神
塾
」
を
、
明
神
会
館
を
会
場
に
始
め
ら
れ
た（

（3
（

。

　

平
成
一
〇
年
、
明
神
斎
館
落
成
記
念
に
神
田
・
日
本
橋
の
神
輿
三
基
の
渡
御
を
行
う
「
平
成
一
〇
年
神
田
神
社
蔭
祭
り
神
輿
渡
御
提
案

書
」
を
神
田
神
社
宮
司
・
大
鳥
居
信
史
氏
が
作
成
し
た
。
し
か
し
、
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に
同
年
の
五
月
に
は
、
神

田
和
泉
町
町
会
（
町
内
渡
御
）・
岩
本
町
三
丁
目
町
会
（
岩
本
町
・
東
神
田
連
合
八
町
：
五
尺
三
寸
の
神
輿
、
宮
出
・
宮
入
）・
神
田
旭
町
々

会
（
町
内
渡
御
、
近
隣
八
町
会
を
巡
幸
）
が
神
輿
の
巡
幸
を
行
っ
た（

（3
（

。

　

平
成
一
一
年
は
三
年
振
り
に
本
祭
（
神
田
祭
）
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
年
、
四
尺
の
神
社
神
輿
（
宮
神
輿
）
が
水
天
宮
の
力
添
え
に
よ
り

奉
納
さ
れ
た（

（3
（

。
四
月
一
六
日
（
金
）
の
一
八
～
二
〇
時
に
は
、
神
田
神
社
で
女
性
の
た
め
の
「
お
祭
り
入
門
講
座
」
を
開
催
し
た（

（3
（

。

　

同
年
五
月
一
五
日
・
一
六
日
の
神
田
祭
に
は
、
遠
州
大
須
賀
町
の
祢
里
二
基
が
参
加
し
た
。
一
二
時
半
過
ぎ
、「
お
ま
つ
り
広
場
」（
秋

葉
原
中
央
通
り
・
歩
行
者
天
国
）
の
式
典
（
神
田
神
社
宮
司
、
千
代
田
区
長
、
大
須
賀
町
町
長
ら
が
街
宣
車
の
上
か
ら
挨
拶
）、
旧
神
田
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市
場
の
千
貫
神
輿
宮
入
と
築
地
魚
河
岸
会
・
水
神
社
の
大
神
輿
が
宮
入
を
実
施
し
、
宮
入
後
、「
お
ま
つ
り
広
場
」
へ
向
か
う
な
ど
、
延

べ
一
〇
〇
万
人
を
超
え
る
人
出
と
な
っ
た（

（3
（

。

　

同
年
一
一
月
一
二
日
に
、
天
皇
陛
下
御
即
位
一
〇
年
を
祝
う
国
民
祝
賀
式
典
が
皇
居
前
広
場
で
行
わ
れ
た
。
そ
の
第
一
部
の
「
日
本
の

祭
り
」
に
神
田
神
社
の
神
社
神
輿
（
四
尺
）
の
渡
御
を
決
定
し
た（

（3
（

。

　

平
成
一
二
年
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
桜
祭
に
神
田
祭
を
参
加
さ
せ
た（

（4
（

。

　

平
成
一
三
年
は
、
附
祭
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
流
行
し
た
「
曳
き
物
」
を
巨
大
な
赤
ち
ゃ
ん
に
見
立
て
て
登
場
さ
せ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
や
各
種
Ｉ
Ｔ
を
駆
使
し
た
「
Ｋ
Ｉ
Ｘ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
実
施
し
た
。
ま
た
、「
お
祭
入
門
講
座
」
の
開
催
や
大
江
戸
ダ
ン
ス
と
い
う

少
年
少
女
を
中
心
と
す
る
踊
り
チ
ー
ム
の
参
加
も
行
わ
れ
た（

（4
（

。

　

平
成
一
四
年
、
皇
太
子
ご
夫
妻
に
敬
宮
愛
子
さ
ま
が
誕
生
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
神
田
祭
で
特
大
神
輿
を
担
い
だ
。
特
大
神
輿
は
、

高
さ
約
二
ｍ
四
〇
㎝
、
極
彩
色
の
鳳
凰
が
載
り
、
重
さ
は
少
な
く
と
も
一
ト
ン
を
超
え
る
。
約
一
五
〇
人
が
交
代
で
担
い
で
も
息
が
切
れ

る
と
い
う
。
五
月
一
二
日
の
一
三
時
、
日
本
橋
三
越
前
を
出
発
し
て
中
央
通
り
を
北
上
し
、
一
七
時
に
神
田
神
社
へ
到
着
す
る
。
ま
た
、

神
田
神
社
境
内
に
は
、
小
型
の
「
山
車
ロ
ボ
ッ
ト
」（
神
田
錦
町
の
東
京
電
機
大
学
の
学
生
の
制
作
）
が
七
台
置
か
れ
た
。
山
車
ロ
ボ
ッ

ト
は
リ
モ
コ
ン
で
遠
隔
操
作
で
き
た
と
い
う（

（4
（

。

　
　（
三
）
江
戸
開
府
四
〇
〇
年
以
降
の
動
き

　

平
成
一
五
（
二
〇
〇
三
）
年
、
江
戸
開
府
四
〇
〇
年
を
記
念
し
て
、
東
日
本
橋
二
丁
目
町
会
が
船
渡
御
に
よ
る
神
輿
宮
入
を
行
い
、
東

京
藝
術
大
学
学
生
が
制
作
し
た
四
台
の
曳
き
物
、
底
抜
け
屋
台
の
演
奏
が
復
活
し
た
。
ま
た
、
江
戸
天
下
祭
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
金
剛

流
の
遠
藤
勝
實
師
範
に
よ
る
明
神
能
が
初
め
て
開
催
さ
れ
た（

（4
（

。
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こ
の
年
、
大
手
・
丸
の
内
町
会
（
大
手
町
・
丸
の
内
地
区
）
の
神
田
祭
へ
の
参
加
が
開
始
さ
れ
た
。
三
井
物
産
の
社
員
二
二
四
人
が
史

蹟
将
門
塚
保
存
会
の
参
与
法
人
と
し
て
神
田
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
神
田
神
社
か
ら
借
り
た
神
輿
で
宮
入
し
た
。
そ
の
後
、
社
会
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て
独
自
に
担
げ
る
神
輿
を
作
ろ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、史
蹟
将
門
塚
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
で
大
神
輿
を
新
調
し
た
。

平
成
一
六
年
、
蔭
祭
の
年
で
あ
っ
た
が
、
平
成
一
二
年
に
製
作
さ
れ
た
神
社
大
神
輿
を
、
氏
子
区
域
を
三
地
区
に
分
け
て
輪
番
で
神
輿
を

巡
幸
さ
せ
た（

（4
（

。

　

平
成
一
七
年
、『
神
田
明
神
祭
礼
絵
巻
』
に
描
か
れ
た
「
大
鯰
と
要
石
」
の
曳
き
物
を
二
一
五
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
る
と
と
も
に
、
三

越
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
な
ど
の
企
業
協
力
に
よ
る
曳
き
物
も
初
め
て
参
加
し
た（

（4
（

。
ま
た
、
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
が

宮
入
を
果
し
た
。
史
蹟
将
門
塚
保
存
会
の
参
与
法
人
で
あ
る
三
菱
地
所
・
三
井
物
産
・
三
井
生
命
保
険
・
物
産
不
動
産
・
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
・

竹
中
工
務
店
・
プ
ロ
ミ
ス
・
丸
紅
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
・
三
菱
不
動
産
の
一
〇
社
で
神
輿
を
担
い
だ（

（4
（

。
そ
し
て
、
将
門
公
ゆ
か
り
の
相
馬
野

馬
追
騎
馬
武
者
の
特
別
参
加
を
実
施
し
、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
Ｔ
Ｖ
神
田
祭
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
と
い
う
「
情
報
化
社
会
に
対
応
し
た
神
賑
行
事
」

も
行
わ
れ
た（

（4
（

。

　

平
成
一
八
年
、
八
月
二
日
の
新
潟
県
長
岡
市
の
長
岡
ま
つ
り
で
、
七
・
一
三
水
害
や
中
越
地
震
か
ら
の
復
興
を
願
い
、
神
田
明
神
神
輿

を
神
田
神
社
の
氏
子
有
志
四
〇
人
と
長
岡
市
民
ら
約
一
二
〇
人
が
担
い
だ（

（4
（

。

　

平
成
一
九
年
、
神
田
祭
復
元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
文
化
資
源
学
会
創
立
五
周
年
記
念
事
業
）
を
春
に
立
ち
上
げ
た
。
そ
の
一
環
で
、
五
月

一
二
日
に
日
本
橋
三
越
前
か
ら
神
田
神
社
ま
で
「
大
江
山
凱
陣
」
の
練
物
を
出
し
、
約
六
〇
人
が
参
加
し
た
。

　

平
成
二
一
年
の
五
月
九
日
の
神
田
祭
で
は
、
附
祭
の
行
列
の
規
模
を
さ
ら
に
大
き
く
し
て
一
〇
五
人
の
文
化
資
源
学
会
の
会
員
と
神
田

祭
へ
参
加
し
た
。「
大
江
山
凱
陣
」
の
ほ
か
、
唐
子
や
仮
装
人
物
な
ど
新
た
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
加
わ
り
、
東
京
藝
術
大
学
学
生
に
よ
る

鳥
天
狗
、
白
象
と
一
緒
に
練
り
歩
い
た
。
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平
成
二
三
年
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
り
、
神
田
祭
は
中
止
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の
一
〇
月
三
〇
日
に
、「
東
日
本
大
震
災
復
興

鎮
祭
祈
願
神
輿
渡
御
祭
」
を
執
行
し
た
。

　

平
成
二
五
年
の
神
田
祭
で
は
、
附
祭
に
「
花
咲
か
爺
さ
ん
」
の
曳
き
物
が
新
た
に
参
加
し
た
。
こ
の
年
は
「
桃
太
郎
」
の
山
車
（
岩
本

町
二
丁
目
岩
井
会
）
の
神
田
神
社
へ
の
展
示
を
実
施
し
た
。

　

平
成
二
六
年
、
神
田
神
社
が
創
建
さ
れ
て
以
来
、
初
め
て
と
な
る
女
性
神
職
が
誕
生
し
た
。

　

平
成
二
七
年
の
神
田
祭
（
御
遷
座
四
〇
〇
年
奉
祝
大
祭
）
で
は
、神
田
祭
と
「
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
」
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

多
く
の
若
者
で
神
田
神
社
境
内
が
賑
わ
っ
た
。
ま
た
、「
浦
島
太
郎
」
の
曳
き
物
が
新
た
に
加
わ
っ
た
。

　
　（
四
）
神
田
神
社
神
職
の
言
説

　

神
田
神
社
・
権
宮
司
の
清
水
祥
彦
氏
は
、「
現
代
の
神
田
祭
に
つ
い
て
」
と
い
う
小
論
の
中
で
、「
昭
和
六
二
年
に
就
任
し
た
大
鳥
居
信
史

宮
司
の
も
と
で
は
、
神
幸
祭
に
附
祭
を
積
極
的
に
招
聘
し
て
、
こ
こ
に
活
気
が
ふ
た
た
び
江
戸
、
東
京
の
町
に
戻
っ
て
き
た
の
で
あ
る
」
と
し

た
上
で
、
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
か
ら
平
成
一
七
年
ま
で
の
神
田
祭
の
変
遷
を
概
観
し
、「
こ
の
よ
う
に
現
代
の
神
田
祭
は
、
氏
子
・
市
民
・

企
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
方
都
市
の
参
加
や
Ｉ
Ｔ
技
術
導
入
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
天
下
祭
と
し
て
の
豊
か
な
祭
礼
文
化

の
復
権
を
目
指
し
、
時
代
や
流
行
を
意
識
し
た
祭
礼
活
性
化
へ
の
努
力
が
不
断
に
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る（

（4
（

」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

ま
さ
に
、
清
水
氏
の
指
摘
の
よ
う
に
、
平
成
一
五
年
の
江
戸
開
府
四
〇
〇
年
の
記
念
行
事
が
な
さ
れ
て
以
降
、
江
戸
時
代
の
神
田
祭
の

祭
礼
文
化
を
見
直
し
、
曳
き
物
（
山
車
）、
祭
り
に
関
わ
る
芸
能
な
ど
の
再
評
価
が
な
さ
れ
た
。
文
化
資
源
学
会
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
附

祭
の
復
活
を
、
宮
司
で
あ
る
大
鳥
居
信
史
氏
の
も
と
、
神
田
神
社
が
主
体
と
な
っ
て
行
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
延
長
線
上
に
、

「
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
」
と
神
田
祭
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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ま
た
、
神
田
神
社
宮
司
の
大
鳥
居
信
史
氏
は
、
企
業
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、「
企
業
が
求
め
る
神
社
の
役
割
と
は（

（5
（

？
」
の
中
で
、「
神
田

明
神
は
千
代
田
区
・
中
央
区
と
い
っ
た
日
本
有
数
の
オ
フ
ィ
ス
街
が
氏
子
地
域
に
あ
り
ま
す
。
特
に
大
手
町
な
ど
の
地
域
に
は
住
民
が
ほ

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
神
田
明
神
で
は
二
十
年
ほ
ど
前
か
ら
、
企
業
の
氏
神
意
識
の
定
着
を
図
る
よ
う
に
促
し
て
ま
い
り
ま
し
た
」

と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
働
き
か
け
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
企
業
内
神
社
へ
の
参
拝
は
あ
っ
た
が
、
企
業
が
正
月
に
参
拝
す
る
風
習

は
な
か
っ
た
。
現
在
で
は
正
月
に
六
〇
〇
〇
社
の
企
業
が
参
拝
す
る
よ
う
に
な
り
、
都
内
全
体
で
も
企
業
参
拝
が
増
え
て
き
た
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
大
手
町
・
丸
の
内
界
隈
の
企
業
で
は
、
将
門
塚
に
尻
を
向
け
て
席
配
置
を
し
な
い
な
ど
、
篤
い
信
仰
が
あ
り
、
三
井
物
産

を
は
じ
め
と
す
る
大
手
の
企
業
で
は
、
将
門
塚
保
存
会
の
役
員
と
し
て
、
参
与
法
人
役
員
会
を
結
成
し
、
将
門
塚
へ
の
信
仰
が
現
在
で
も

続
い
て
い
る
と
し
て
い
る
。
そ
の
端
的
な
例
が
神
田
祭
に
お
け
る
神
輿
で
、神
社
の
お
祭
り
は
基
本
的
に
、氏
子
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ

て
行
う
が
、
住
民
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
大
手
町
・
丸
の
内
地
域
で
は
、
企
業
の
協
力
を
仰
い
で
い
る
。
将
門
塚
保
存
会
の
参
与
法
人
役
員

会
か
ら
平
将
門
公
の
神
輿
が
奉
納
さ
れ
、
平
成
二
五
年
の
神
田
祭
で
は
約
一
三
〇
〇
人
も
の
会
社
員
が
参
加
し
て
神
輿
を
担
い
だ
こ
と
を

紹
介
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
最
後
に
「
神
田
祭
で
お
神
輿
が
出
る
の
は
隔
年
な
の
で
す
が
、
大
手
町
・
丸
の
内
で
は
毎
年
担
が
れ
て
い
ま

す
。
隣
接
し
て
い
て
も
日
頃
は
ほ
と
ん
ど
機
会
が
な
い
企
業
の
社
員
同
士
や
地
域
の
方
々
が
一
体
と
な
っ
て
打
ち
解
け
る
絶
好
の
機
会
と

な
り
、
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
神
社
へ
の
信
仰
は
今
も
変
り
な
く
続
い
て
お
り
、
人
と
人
を
つ
な
ぐ
場
所
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
住
民
が
少
な
く
な
っ
た
氏
子
地
域
で
企
業
と
の
関
わ
り
を
重
視
す
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
大
鳥
居
信
史
氏
の
企
業
に
対
す

る
神
社
の
あ
り
方
が
、
正
月
の
企
業
参
拝
や
神
田
祭
・
蔭
祭
に
お
け
る
史
蹟
・
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
の
巡
幸
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
う
し
た
大
鳥
居
氏
の
江
戸
の
祭
礼
文
化
を
再
評
価
し
た
附
祭
の
復
活
や
企
業
と
の
関
係
性
を
重
視
し
、
会
社
員
を
巻
き
込
ん
で
い
く
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取
り
組
み
な
ど
、
神
田
神
社
と
神
田
祭
に
新
た
な
賑
わ
い
作
り
出
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
神
田
神
社
の
他
の
神
職
の
言
説
か
ら
も
み
え
て

く
る
。例
え
ば
、神
田
神
社
権
禰
宜
の
岸
川
雅
範
氏
は
、平
成
二
七
年
の
神
田
祭
の
公
式
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
、「
ラ
ブ
ラ
イ
ブ
！
」の
ポ
ス
タ
ー

が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
の
取
材
に
対
し
て
、「
一
〇
〇
年
後
に
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
が
現
在
を
う
か
が

い
知
る
貴
重
な
歴
史
的
資
料
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い（

（5
（

」
と
答
え
て
い
る
。
ま
た
、
権
宮
司
の
清
水
祥
彦
氏
は
、「
昔
の
姿
を
墨
守

す
る
だ
け
で
は
神
社
は
輝
き
を
取
り
戻
せ
な
い（

（5
（

」
と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
中
で
、
神
社
界
が
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と

を
述
べ
た
上
で
、「
な
ぜ
、
神
田
神
社
で
は
人
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
そ
れ
は
宮
司
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
私
た
ち

皆
が
現
在
の
神
社
が
置
か
れ
た
状
況
に
対
す
る
強
い
危
機
感
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
常
に
時
代
の
変
化
を
敏
感
に
察
し
な
が
ら
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
。
こ
う
し
た
姿
勢
な
く
し
て
神
社
が
生
き
残
っ
て
い
く
の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
」
と
し
な
が
ら
、
神
田
神
社
は
秋
葉

原
と
い
う
流
行
の
発
信
地
の
氏
神
で
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
神
社
の
歴
史
・
伝
統
を
擦
り
合
わ
せ
な
が
ら
新
し
い
あ
り
方
を
模
索
し
て
い

る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
あ
り
方
に
対
し
て
商
業
主
義
が
行
き
過
ぎ
て
い
る
と
い
っ
た
批
判
も
あ
る
が
、「
昔
の
姿
を
墨
守

す
る
だ
け
で
は
、
神
社
が
輝
き
を
取
り
戻
す
こ
と
は
難
し
い
。
時
代
の
流
れ
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
新
し
い
物
語
を
つ
く
っ
て
い
く
。

こ
の
逆
境
を
新
し
い
文
化
を
築
い
て
い
く
機
会
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
歴
史
・
伝
統
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
新
し
い
物
語
・
文
化
を
形
成
し
て
い
く
と
い
う
考
え
方
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
岩
本
町
二
丁
目

岩
井
会
の
「
桃
太
郎
」
山
車
の
神
田
神
社
へ
の
展
示
や
、
紺
屋
町
南
町
会
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
神
輿
の
神
田
神
社
へ
の
宮
入
が
実
現
し
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
少
し
年
代
は
遡
り
、
昭
和
五
二
（
一
九
七
七
）
年
に
誕
生
し
た
と
す
る
と
、
神
田
神
社
宮
司
が
大
鳥
居
吾
朗
氏（

（5
（

の
時

で
あ
る
が
、
女
性
だ
け
で
担
ぐ
須
田
町
中
部
町
会
の
「
元
祖
女
み
こ
し
」
の
宮
入
を
神
田
神
社
が
受
け
入
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う

し
た
神
田
神
社
と
そ
の
神
職
の
姿
勢
も
影
響
し
て
、
誕
生
や
復
活
し
た
祭
礼
の
象
徴
が
地
域
社
会
の
再
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
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お
わ
り
に

　

こ
の
よ
う
に
、
現
代
の
神
田
祭
の
拡
大
に
は
、
社
会
変
動
に
対
す
る
町
会
の
「
可
塑
性
」
や
「
可
逆
性
」
の
み
な
ら
ず
、
神
田
神
社
が

祭
礼
の
象
徴
（
神
輿
や
山
車
な
ど
）
の
創
出
や
活
用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
き
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
い
え
る
。
特
に
、
神
田
神
社

宮
司
・
大
鳥
居
信
史
氏
の
神
田
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
す
る
強
い
意
思
が
祝
祭
の
場
の
形
成
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

そ
う
し
た
神
田
神
社
宮
司
の
思
い
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、「
お
ま
つ
り
広
場
」（
秋
葉
原
中
央
通
り
）
に
お
け
る
連
合
渡
御
の
開
始
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
氏
子
の
側
の
個
人
の
活
躍
が
新
た
な
賑
わ
い
の
創
出
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。　

　

神
田
神
社
宮
司
の
意
思
は
各
神
職
に
も
受
け
継
が
れ
、
文
化
資
源
学
会
と
協
働
で
行
う
附
け
祭
の
「
復
興
」
と
い
う
新
た
な
賑
わ
い
の

形
成
や
町
会
の
神
輿
宮
入
の
拡
大
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
岩
本
町
二
丁
目
岩
井
会
の
事
例
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
平
成
二
五
（
二
〇
一
三
）
年
の
「
桃
太
郎
」
山
車
の
神
田
神
社
へ
の
展
示
を
通
じ
た
二
〇
年
振
り
の
町
会
の
神
酒
所
の
設
置
、

平
成
二
七
年
の
町
内
渡
御
の
復
活
な
ど
、
町
会
の
祭
礼
の
象
徴
が
神
田
神
社
境
内
へ
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を
通
じ
て
地
域
社
会
が
再
活

性
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
神
田
神
社
と
そ
の
神
職
に
よ
る
祝
祭
の
場
の
形
成
と
町
会
の
可
塑
性
や
可
逆
性
が
呼
応
し
、
祭
り

が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

　
　
註
　
　

　
（
１
）�　

秋
野
淳
一
「
都
市
祭
り
の
経
年
的
変
化
―
戦
後
の
地
域
社
会
の
変
容
と
神
田
祭
五
〇
年
の
盛
衰
―
」『
國
學
院
雜
誌
』
第
一
一
六
巻
第
一
一
号
、
國

學
院
大
學
、平
成
二
七
年
。
及
び
、秋
野
淳
一
「
神
田
祭
調
査
報
告
―
平
成
27
年　

神
田
神
社
・
御
遷
座
400
年
奉
祝
大
祭
の
分
析
―
」『
神
道
研
究
集
録
』
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第
三
〇
輯
、
國
學
院
大
學
大
学
院
神
道
学
・
宗
教
学
専
攻
学
生
会
、
平
成
二
八
年
。

　
（
２
）�　

松
平
誠
「
都
市
祝
祭
伝
統
の
持
続
と
変
容
―
神
田
祭
に
よ
る
試
論
」『
応
用
社
会
学
研
究
』
第
三
五
号
、
立
教
大
学
社
会
学
部
研
究
室
、
平
成
五
年
、

六
一
頁
。

　
（
３
）�　

前
掲
秋
野
「
都
市
祭
り
の
経
年
的
変
化
―
戦
後
の
地
域
社
会
の
変
容
と
神
田
祭
五
〇
年
の
盛
衰
―
」。
及
び
、
前
掲
秋
野
「
神
田
祭
調
査
報
告
―
平

成
27
年　

神
田
神
社
・
御
遷
座
400
年
奉
祝
大
祭
の
分
析
―
」。

　
（
４
）�　

石
井
研
士
『
銀
座
の
神
　々

都
市
に
溶
け
込
む
宗
教
』、
新
曜
社
、
平
成
六
年
、
二
七
四
頁
。

　
（
５
）�　

前
掲
石
井
『
銀
座
の
神
　々

都
市
に
溶
け
込
む
宗
教
』、
二
七
四
頁
。

　
（
６
）�　

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
渋
谷
学
研
究
会
編
『
渋
谷
聞
き
が
た
り
３　

渋
谷
中
央
街
を
語
る
―
再
開
発
を
迎
え
る
商
店
街
の
記
録
―
』

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
セ
ン
タ
ー
、
平
成
二
八
年
。

　
（
７
）�　
『
平
成
二
七
年
神
田
祭
』
神
田
神
社
、
平
成
二
七
年
に
記
載
さ
れ
た
神
職
数
に
基
づ
く
。

　
（
８
）�　

前
掲
秋
野
「
都
市
祭
り
の
経
年
的
変
化
―
戦
後
の
地
域
社
会
の
変
容
と
神
田
祭
五
〇
年
の
盛
衰
―
」。

　
（
９
）�　
『
神
田
明
神
史
考
』
神
田
明
神
史
考
刊
行
会
、
平
成
四
年
、
三
六
四
～
三
七
一
頁
。

　
（
10
）�　
『
神
田
明
神
誌
』
神
田
明
神
誌
刊
行
会
、
昭
和
六
年
、
七
三
～
七
四
頁
。

　
（
11
）�　
『
奉
祝
天
皇
陛
下
御
在
位
六
十
年　

神
幸
祭
写
真
集　

神
田
明
神
』
神
田
神
社
社
務
所
、
昭
和
六
〇
年
。

　
（
12
）�　
『
神
田
明
神
史
考
』
神
田
明
神
史
考
刊
行
会
、
平
成
四
年
、
三
七
二
～
三
七
六
頁
。

　
（
13
）�　
『
神
田
神
社　

平
成
の
御
造
替
事
業
竣
成
報
告
書
』
神
田
神
社
平
成
の
御
造
替
事
業
奉
賛
会
、
平
成
一
一
年
、
七
六
頁
。

　
（
14
）�　
『
平
成
二
七
年
神
田
祭
』
神
田
神
社
、
平
成
二
七
年
、
七
五
～
七
七
頁
。

　
（
15
）�　

前
掲
秋
野
「
都
市
祭
り
の
経
年
的
変
化
―
戦
後
の
地
域
社
会
の
変
容
と
神
田
祭
五
〇
年
の
盛
衰
―
」。

　
（
16
）�　

平
成
二
八
年
五
月
に
実
施
し
た
筆
者
に
よ
る
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
く
。

　
（
17
）�　

平
成
二
五
年
に
実
施
し
た
筆
者
に
よ
る
参
与
観
察
の
調
査
デ
ー
タ
に
基
づ
く
。

　
（
18
）�　

前
掲
秋
野
「
都
市
祭
り
の
経
年
的
変
化
―
戦
後
の
地
域
社
会
の
変
容
と
神
田
祭
五
〇
年
の
盛
衰
―
」
の
巻
末
に
調
査
デ
ー
タ
の
一
覧
を
掲
載
。

　
（
19
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
昭
和
五
二
年
三
月
八
日
付
。

　
（
20
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
昭
和
五
五
年
五
月
一
五
日
付
。
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（
21
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
昭
和
五
五
年
五
月
二
二
日
付
。

　
（
22
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
二
年
五
月
一
五
日
付
。

　
（
23
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
四
年
四
月
二
二
日
付
。

　
（
24
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
四
年
五
月
一
〇
日
付
。

　
（
25
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
六
年
四
月
一
五
日
付
。

　
（
26
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
六
年
五
月
一
五
日
付
。

　
（
27
）�　

清
水
祥
彦
「
現
代
の
神
田
祭
に
つ
い
て
」
都
市
と
祭
礼
研
究
会
編
『
神
田
明
神
選
書
１　

天
下
祭
読
本
』
雄
山
閣
、
平
成
一
九
年
、
一
九
四
頁
。

　
（
28
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
七
年
三
月
二
二
日
付
、
同
年
七
月
一
五
日
付
。

　
（
29
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
八
年
三
月
一
五
日
付
。

　
（
30
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
八
年
一
月
一
五
日
付
。

　
（
31
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
八
年
四
月
八
日
付
。

　
（
32
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
九
年
二
月
一
五
日
付
。

　
（
33
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
九
年
一
一
月
二
九
日
付
。

　
（
34
）�　
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
東
京
版
、
平
成
九
年
一
二
月
三
日
付
。

　
（
35
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
一
〇
年
四
月
二
九
日
付
、
同
五
月
一
五
日
付
。

　
（
36
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
一
一
年
一
月
二
九
日
付
。

　
（
37
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
一
一
年
四
月
二
九
日
付
。

　
（
38
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
一
一
年
五
月
一
五
日
付
。

　
（
39
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
一
一
年
一
〇
月
一
〇
日
付
。

　
（
40
）�　
『
週
刊
千
代
田
』
平
成
一
二
年
一
月
一
五
日
付
。

　
（
41
）�　

前
掲
清
水
「
現
代
の
神
田
祭
に
つ
い
て
」
一
九
四
頁
。

　
（
42
）�　
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
東
京
版
、
平
成
一
四
年
五
月
一
二
日
付
。

　
（
43
）�　

前
掲
清
水
「
現
代
の
神
田
祭
に
つ
い
て
」
一
九
五
頁
。
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（
44
）�　

前
掲
清
水
「
現
代
の
神
田
祭
に
つ
い
て
」
一
九
五
頁
。

　
（
45
）�　

前
掲
清
水
「
現
代
の
神
田
祭
に
つ
い
て
」
一
九
五
頁
。

　
（
46
）�　

秋
野
淳
一
「
観
客
の
み
え
な
い
都
市
の
祭
り
―
神
田
祭
・
蔭
祭
、
将
門
塚
保
存
会
大
神
輿
の
巡
幸
―
」『
都
市
民
俗
研
究
』
第
一
九
号
、
都
市
民
俗

学
研
究
会
、
平
成
二
六
年
。

　
（
47
）�　

前
掲
清
水
「
現
代
の
神
田
祭
に
つ
い
て
」
一
九
五
頁
。

　
（
48
）�　
『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
平
成
一
八
年
八
月
三
日
付
。

　
（
49
）�　

前
掲
清
水
「
現
代
の
神
田
祭
に
つ
い
て
」
一
九
四
～
一
九
五
頁
。

　
（
50
）�　

大
鳥
居
信
史
「
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

企
業
が
求
め
る
神
社
の
役
割
と
は
？
」『
別
冊
宝
島
2082
号　

日
本
の
神
様
の
す
べ
て
』
宝
島
社
、平
成
二
五
年
、

八
二
～
八
三
頁
。

　
（
51
）�　
『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
二
〇
一
六
年
四
月
一
六
日
号　

神
社
の
迷
宮
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
平
成
二
八
年
、
四
四
頁
。

　
（
52
）�　

前
掲
『
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
二
〇
一
六
年
四
月
一
六
日
号　

神
社
の
迷
宮
』
五
八
頁
。

　
（
53
）�　

大
鳥
居
吾
朗
氏
は
、
神
田
神
社
宮
司
に
昭
和
二
一
年
六
月
に
就
任
し
、
昭
和
五
七
年
一
二
月
に
退
任
し
て
い
る
（『
神
田
明
神
史
考
』
神
田
明
神
史

考
刊
行
会
、
平
成
四
年
、
三
一
〇
頁
）。

　
追
記

　

本
稿
は
、
平
成
二
七
年
一
二
月
六
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
た
神
道
宗
教
学
会
・
第
六
九
回
学
術
大
会
（
於
國
學
院
大
學
）
で
行
っ
た
研
究
発
表
「
神
田
神

社
の
神
職
と
現
代
の
神
田
祭
」
を
基
に
、
大
幅
に
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
四
～
二
六
年
度
・
國
學
院
大
學
大
学
院
特
定
課
題
研
究

「
地
域
社
会
の
変
容
と
都
市
祭
り
―
神
田
祭
を
事
例
と
し
て
」（
研
究
代
表
：
石
井
研
士
教
授
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
と
と
も
に
、
國
學
院
大
學
二
一

世
紀
研
究
教
育
計
画
委
員
会
研
究
事
業
「
地
域
・
渋
谷
か
ら
発
信
す
る
共
存
社
会
の
構
築
」（
研
究
代
表
：
阪
本
是
丸
教
授
）
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
謝
辞

　

実
地
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
神
田
神
社
の
神
職
の
皆
様
、
並
び
に
神
田
神
社
の
氏
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会
の
皆
様
に
お
世
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に
な
り
ま
し
た
。
文
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ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
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